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o一ジクロロベンゼンの濃縮度試験成績報告書

試験期間

試　料　名

分子式

構造式

昭和50年3月24目～昭和∫0年6月！9日

0一ジクロロベンゼン（試料姦K一．ZgA）

c6且4C丑2

　
o
色

人
》

3　試験方法及び条件

　　　環保業第’号

灘卿……一…一一・
　3／　試験装置及び機器

　　　　　水系環境調節装置　　流水式

　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器ECD

　3・2　試験条件

　32／　TL皿試験

　　（a）　試験魚

　　　　　　ヒメダカ平均体重0」2¢g塩化第二水銀合格魚※

　　　　　　※田端健二　用水と廃水∠L！297～！303〔／972）

（b）

（c）

〔d）

3．2．2

　　（a）

（b）

（c）

分　散　剤

　ポリオキシエチレン高級脂肪酸グリコールエステル

　　　（高級脂肪酸：リシノール酸水素添加物）

　第1濃度区　試料　！重量に対し分散剤ユ5重量使用

　第2濃度区　試料　／重量に対し　分散剤　．25重量使用

試験温度　　2’±2℃

結　　果

　48　TLm　　　1OPP皿

濃縮度試験

試験魚

　コイ，平均体重　約3／g

　　　　平均体長　約！1cm

試験況1夏：　　2ナ±2℃

試験濃度

　設定値

　　　　　　　　　　　　　！　　第！濃度区　　／0×！ooP叫　（0・／ppm）

　　　　　　　　　　　　　！　　第2濃度区　　10×／oooPP【n　（00／P玉皿）

　実測値

　　表一1　濃縮倍率を求めるための平均濃度（ppm）
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323　分析試料の前処理

試

　　1二
「不ベキサン司

！

i

l［璽1

．藷

験創
　・体重・体長測定

　・細片する

　←！N　KOH／ヒタノール溶液　50m■

　・アルカリ分解6ρ分〔湯浴中で還流冷却）

　・50℃まで放冷

　←郵一ヘキサン’Omユ

　・室温まで放冷後分液ロートに移す

←π一ヘキサンーエタノール溶液（1：／）．ZOm1

←水（％一ヘキサソ飽和水）・2ナmユ

　・抽出（振とう　／0分間）
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　　　　　　　　　ロ圖　　π一ヘキサン馴
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　分析条件

　　ガスクロマトグラ：7〔σO）検出器ECD

　　　キャリアガス　N2

　　　充てん剤アとソンL2％クロモソルブW

　　　ステンレスカラム　　2mmφ×2m

　　　カラム温度　／00℃

　　　　　（以下余白次頁に続く）



“　試験結果

表　一　2　濃　縮　倍　率
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よ　そ　の　他

　　試料は揮散性があるため水槽濃度の実測値は設定値の約∫0％

　　しか得られなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　上




